

































































































































商品類型 商品数 企業数 （商品数／企業数）の値
複写機 272 11 24.73
テレビ 37 2 18.5
インクカートリッジ 184 10 18.4
プロジェクタ 85 5 17
トナーカートリッジ 278 18 15.44
BD/DVDレコーダー・プレーヤー 29 2 14.5































































FM/CoC 社数 ％ CoC 社数 ％
森林組合 11 31.4 印刷 473 47.3
自治体 7 20 紙卸 163 16.3
林業 5 14.3 製材 112 11.2
製紙 2 5.7 製造 77 7.7
電力 2 5.7 木材卸 35 3.5
飲料 1 2.9 木材加工 35 3.5
公益社団法人 1 2.9 建設 22 2.2
山林事業 1 2.9 紙加工 21 2.1
自動車製造 1 2.9 販売 18 1.8
宗教団体 1 2.9 製紙 18 1.8
商社 1 2.9 商社 7 0.7
製材 1 2.9 製本 5 0.5
林材業振興協議会 1 2.9 広告 4 0.4
CoC/CW 社数 ％ 森林組合 4 0.4
紙卸 58 42.6 出版 2 0.2
製材 24 17.6 林業 2 0.2
商社 21 15.4 繊維 1 0.1
製紙 20 14.7 農業協同組合 1 0.1
























全世界で 201漁業、「海の環境ラベル」付き製品数は 2万品目を超える。世界の 11％以上
の食用向け天然魚漁獲漁業（1,000万トン近くの水産物）が認証制度に関与している。ま
た、CoC認証取得企業数は 2007年ごろから急速に増え始めて 2012年 12月末現在で
2,216社にも上る。しかし、その一方で、日本での取り組みは遅れており、MSC認証漁業




































































すなわち上式は企業 iが aiを選び、企業 jが ajを選んだ時の企業 iの環境プレミアムを
表わしている。もし環境ラベリングを採用しなければ、ai＝0なので R（0, aj）＝0となる。
　環境ラベリングを採用することで得られる利潤増加分 pi（企業 i）は、
 pi＝R（ai, aj）qi－（c Fi ai＋c Vi aiqi）
と表せる。
　次に環境ラベリングに関する利潤最大化問題について考える。販売量 1単位当たり利潤
 R（ai, aj）－（c Fi /qi＋c Vi）ai
をライバル企業（企業 j）の環境ラベリングを知った上で、最大化する。
 （1）Ai≡c Fi /qi＋c Vi
とすると、企業 iの問題は次のように書ける5）。

















aの直線となる。ただし、ai 0, aj 0で制限される。















交点はナッシュ均衡である。ナッシュ均衡（a＊1 , a＊2）は 2つの企業が選択する環境努力・
広報活動のペアとみなせる。
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